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2023 年５月 10 日 

各      位 

 

 

 

 

 

 

 

 

棚卸資産評価損(売上原価)、営業外収益、営業外費用、特別損失の計上及び 

2023年３月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

  

 

当社は、2023 年３月期（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日）において、下記のとおり棚卸資産評価損(売上

原価)、営業外収益、営業外費用及び特別損失を計上する見通しとなりましたので、お知らせいたします。 

また、それに伴い、2022 年５月 13 日に公表した連結業績予想を修正することを決定しましたので、下記のと

おりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．棚卸資産評価損（売上原価）の計上（連結決算） 

当社が保有する新型コロナウイルス PCR 検査事業関連の棚卸資産について、新型コロナウイルスの感染法上

の分類変更等を含む PCR 検査事業の環境変化を踏まえ、今後の販売可能性及び滞留在庫の判定を行いました。

その結果、当連結会計期間におきまして、棚卸資産評価損 51 百万円を売上原価に計上いたしました。 

 

２．営業外収益の計上 

（１）受取利息（連結決算） 

  当連結会計期間におきまして、受取利息が第３四半期連結累計期間から 15 百万円増加し、43 百万円を計上

いたしました。これは主に、当社が保有する金融商品について有価証券利息を計上したものであります。  

 

（２）為替差益（連結決算） 

 当連結会計期間におきまして、為替差益が第３四半期連結累計期間から 15 百万円増加し、21 百万円を計上

いたしました。これは主に、当社保有の外貨建て預金に関して当期末時点での為替相場による評価替えで発生

したものであります。 

 

（３）投資事業組合運用益（連結決算） 

 当連結会計期間におきまして、投資事業組合運用益が第３四半期連結累計期間から 31 百万円増加し、45 百

万円を計上いたしました。これは、当社が出資している投資事業組合の投資有価証券において、投資事業組合

運用益を計上したものであります。 

 

３．営業外費用の計上 

（１）持分法による投資損失（連結決算） 

 当連結会計期間におきまして、営業外費用に持分法による投資損失３百万円を計上いたしました。これは 
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資より生じたもので、決算報告に基づき持分法による投資損失を計上したものであります。 

 

４．特別損失の計上 

（１）減損損失（連結決算） 

 当社が保有する、主に PCR 検査事業関連の固定資産について、今後の事業予測等を勘案し、監査法人とも協

議のうえ、回収可能価額を慎重に検討した結果、減損損失として 131 百万円を計上いたしました。 

 

（２）投資有価証券評価損（連結決算） 

 当社が保有する投資有価証券の一部について、取得価額に比べて実質価額が著しく下落したため、減損処理

により投資有価証券評価損52百万円を計上いたしました。 

 

※上記の減損損失、投資有価証券評価損は、いずれも現金及び現金同等物の減少を伴うものではありません。 

 

５．2023 年３月期通期連結業績予想数値の修正（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

1 株当たり 

当期純利益 

（円） 

前回発表予想（Ａ） 2,476 △280 △136 △136 △1.66 

今回修正予想（Ｂ） 2,953 △356 △119 △305 △3.62 

増減額（Ｂ－Ａ） 476 △76 17 △168  

増減率（％） 19.3 － － －  

（ご参考） 

前期連結実績 

（2022 年 3 月期） 

2,234 △647 △507 △575 △7.57 

 

・ 前回発表予想との差異の理由 

 

売上高：主に海外子会社を含めた研究支援事業が好調に推移し、売上高の増加を大きく牽引しました。さらに、

新型コロナウイルス PCR 検査事業についても堅調に推移いたしました。また、為替が業績予想時の想定より円安

となったことも寄与し、業績予想の修正を行うことといたしました。 

 

営業利益及び経常利益：当初の業績予想から大きな変動はありません。 

 

当期純利益：前述のとおり、当社において減損損失及び投資有価証券評価損を計上することとなり、業績予想の

修正を行うことといたしました。 

 

※本業績予想につきましては、当社が現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の

様々な要因により予想値と異なる可能性があります。 

 

以上 


